＜提出前に確認をお願いします＞
　下記の項目は必須又は重要事項であり、提出の際には記入漏れが無いか今一度ご確認願います。
・利用権を設定する者（所有者）について
　世帯代表者であっても所有権者でなければ「農地を貸す権利」はありません。「利用権を設定する者」の欄には必ず所有者名をご記入下さい。
　また、共有名義の場合は全員の署名、押印が必須です。（ただし、貸借期間が５年未満の場合は、共有者の２分の１を超える同意でよい。）
「共有者は近くにいないからハンコもらうのに時間かかる」や「誰だかわからない」は理由になりません。（基盤強化法：第１８条３項３号）
・始期・期間
賃貸借など利用権は、農用地利用集積計画の公告で効力が発生します。そのため始期（貸し借りの初日）は、公告日（毎月末日）以降となります。申出書の提出日は、設定しようとする前月にお願いします。なお、日付をさかのぼることは出来ませんのでご注意下さい。（基盤強化法：第２０条）
　
例）H23.4.1から利用権を設定しようとする場合
　　　公告日………………３月３１日（３月の土日を除く末日）
　　　申出書の提出日……３月１０日（毎月１０日〆切）土日除く
・借賃（10aあたり）
　平成２１年の農地法改正により、標準小作料制度は廃止されました。その代替えとして「白山市賃借料情報」をホームページに記載していますが、金額は双方の協議の上で決めて下さい。また、七ヶ用水費や土地改良賦課金の支払方法や単価に定めがあるときは明記して下さい。（明記されてない場合は耕作者支払いとなります。）
